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（１）福島ルンビニー幼稚園の所在地と
環境

福島ルンビニー幼稚園は市立大森小学校南側に位置した場所に

あり、約10,000㎡の広い園地を有しています。幼稚園のある大森

地区は市街化が進み約25,000人が住む住宅地と変容しました。

しかし、その７割以上の人たちが大森地区外から移住した人た

ちで、田畑が多く存在した旧大森地区を知らないため、くだも

のの花や実と触れ合う機会のない人がほとんどとなりました。

このため、幼年期からくだものに興味や関心をもち、福島市

が日本有数のフルーツ王国であることを親子ともどもに知って

もらう保育の実践を行うことにしました。福島市で多くつくら

れているくだものの木を育てる場所を「ルンビニーフルーツ

ガーデン」と命名しました。



（２）福島ルンビニー幼稚園の施設と
環境

福島ルンビニー幼稚園の約10,000㎡の広大な園地には、園舎・

グランド・遊具が揃うサンガーデンなどの保育施設の他に、200

台が収容できる大駐車場を有しています。現在250名の園児が在

園し、その中90名がスクールバスを利用、残り160名が保護者に

よる送迎が行われ、このほとんどが駐車場を利用しています。

特色あるフルーツ保育を行う「ルンビニーフルーツガーデ

ン」は園児だけにとどまらず、保護者にも福島のくだものに関

心をもってもらうよう駐車場とサンガーデンの間に造成をしま

した。送迎の合間に親子が触れ合いながら、くだものの成長過

程を観察してもらうことも大きな目的としました。



今回植栽したくだものの苗木は次の通りです。

（１）リンゴ 品種 ふじ・王林 （２）柿 品種 富有・蜂屋

（３）桃
品種 あかつき・川中

島
（４）さくらん

ぼ
品種 佐藤錦・紅秀
峰

（５）葡萄 品種 巨峰 （６）梨 品種 豊水

（７）すもも 品種 秋姫 （８）栗 品種 丹沢

（９）ブルーベ
リー

品種 ノースランド （10）苺 品種 とちおとめ

（３）フルーツガーデンに
９種・１４本の苗木を植栽

コンクリートで囲われたフルーツガーデンは幅2ｍ、長さ50ｍ

で約100㎡の面積があります。この中でくだものの木が育つため

の土壌を作り、肥料を完備しくだもの畑としました。続いて、

福島を代表するくだもの９種類、14本の苗木を植栽しました。

苗木の選定にはサイトウ緑化（斎藤勝夫代表）が担当して市内

各地から運び植栽を行い、すべて生きつきに成功しました。ま

た、成育のための担当に男性職員１名を任命し、苗木の管理と

園児たちへの飼育指導、くだものの解説を行う講師として常勤

します。



（４）フルーツガーデンを活用する
特色ある保育・フルーツ保育の内容

フルーツ王国福島市を代表するくだものの苗木９種類１４本が
植栽されたフルーツガーデンを、特色ある保育に活用するための
内容を次の通り定め、これを実施します。

（１）福島市を代表するくだものの名前や種類、由来とともに、
咲く花や果実の姿を覚える。
園児が見やすいように低木にしたそれぞれの苗木の前に学

習プレートを設置し、写真とことばで学ぶ。
※学習プレートの内容を別紙添付

（２）くだものの成長を見守り、花から実に育つまでの観察を行
う。

（３）成長過程には肥料をやり、虫除けの消毒をし、雑草を取り、
袋掛けをするなど愛情こまやかな作業があることを学ぶ。

（４）育った実を収穫し、それぞれの味を楽しむ。園で採れた果
実をみながら、農家から購入したくだものを先生が加工（皮
むきなど）し、全園児が味わう。くだものを食べる時期は・
７月桃・９月梨・１０月ぶどう・１１月柿・１２月リンゴを
予定する。

（５）くだものを食べながらおいしさを感じると同時に、つくり
手の人たちの働きに感謝し、くだものに命があることを覚え、
食べものを粗末にすることがないように導く。



（６）観察ノートを作成し個別に持参し、花や実の絵を描く。
（年長組のみ）

（７）専属講師（指導員）が現場で説明してくだものへの理解を
促す。

（８）機会を見て本物の果樹畑を訪問し、くだものの大きさや畑
の広さ、働く人の姿を見て、更にくだものの興味を深めて親
しむ。園のすぐ近くには県立明成高校果樹園芸科やくだもの
農家が数多くあるので、見学の協力を依頼し連携を図る。

（９）くだものの実がなくなり、落葉する時期に来年の準備をす
ることを学ぶ。



（５）フルーツ保育の実践から
想定される成果

（１）園児たちが福島市がフルーツ王国であることを知り、福島
市に愛着と誇りを感じる。

（２）数多くのくだものと接して習得した知識が、生涯に亘って
個々の財産となる。

（３）フルーツ保育を通して食の安全、食べものの生命、食事作
法、栄養バランス、くだもの嫌いの解消などの食育につなが
る。

（４）将来も福島市でのくだものの生産が続くよう、果樹農家の
担い手となることにつながる。

（５）国際社会共通の目標であるSDGs（持続可能な開発目標）
の、福島市における目標「福島らしさを生かした新ステージ
の形成」を達成させることにつながる。
















